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研究成果の概要（和文）：添付資料の４．「研究の方法」で収集されたデータの分析結果は、2023年3月のシン
ガポールで実施された57th RELC INTERNATIONAL CONFERENCE（国際学会）で「The effect of accented English
 of Japanese university students on employment decisions」として発表した（早稲田大学法学学術院・原田
康成教授との共同発表）。コロナの影響で実験に遅れが生じ、分析が実施できなかった分もあったため、分析は
進行中でこのデータに関する論文は現在執筆中である。

研究成果の概要（英文）：The results of the analysis of the data collected in Appendix 4, "Research 
Methods", were presented at the 57th RELC INTERNATIONAL CONFERENCE held in Singapore in March 2023 
as "The effect of accented English of Japanese The results were presented as 'The effect of accented
 English of Japanese university students on employment decisions" at the 57th RELC INTERNATIONAL 
CONFERENCE in Singapore in March 2023 (joint presentation with Professor Yasunari Harada, Waseda 
University School of Law). The analysis is ongoing and a paper on this data is currently being 
written, as there were delays in the experiment due to the pandemic and some of the analysis could 
not be carried out.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は企業が日本の大学生に対して卒業時にどのような英語スピーキング能力を身に着けていることを期待し
ているのかを通じて学生の英語力についてのemployabilityを調査した。研究手法としてこれまでemployability
が研究されてきたビジネス・ジャーナルで採られてきた方法ではなく第二言語習得の音声・心理言語学の研究で
comprehensibilityが測定されてきた方法を踏襲し外国語教育の分野で使われているスピーキング能力の測定指
標とemployabilityを比較することでビジネス英語のニーズと外国語教育の研究で得られた知見を融合し新たな
視点から大学の英語教育に貢献したものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

グローバル化でビジネスにおける英語の必要性がこれまで以上に高まっているものの、企業

は新卒の大学生に対して雇用されるために必要な英語力を明確には提示していない。一方、

教員になる前に 10 年ほど金融機関に勤務し、業務で英語を使用していた経験がある身として、

業務で英語を使用している個々のビジネスパーソンが、新入社員に漠然と一定レベルの英語

スピーキング能力を求めていることを筆者は感じてきた。この「漠然」とした要望を明確にし、大

学の英語教育の現場にフィードバックしたいと考えたことが本研究の契機である。外国語教育

では、国際化が進み非英語母語話者が急速に増え始めた 1990年代頃から母語訛りのある英

語が聞き手にどのように理解されているのか、聞き手に発話の comprehensibility、

intelligibility（理解度）、accentedness を測定してもらい、各変数間の関係を探索する研究が多

く実施された (Anderson-Hsieh, 1992; Munro & Derwing, 1995; Piske, et al., 2001)。こうした研

究では母語訛りがあることは必ずしも comprehensibility を下げる要因ではなく、他の要因（語

彙の豊かさ・文法の正確さ・話す速度等）も大きな影響を与えることが示唆されている（Isaacs & 

Trofimovich, 2012; Saito, et al., 2015）。一方、ビジネスの分野でも 1980年代頃から、非英語母

語話者の発話の credibility（信頼性）や employability を測る研究が進められてきた。多くの実

験で comprehensibilityや employabilityを下げる大きな要因として accentednessの強さが挙げ

られており、第二言語習得の研究と異なる結果が出ている。筆者はこの相違点を調査・分析し

ビジネスで求められている英語スピーキング能力を、第二言語習得の研究方法で分析し、外

国語教育の現場にフィードバックすることを目的として本研究に着手した。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、企業が日本の大学生に対して卒業時にどのような英語スピーキング能力を

身に着けていることを期待しているのかを通じて、学生の英語力についての employability（雇

用可能性・雇用されやすさ）を調査することである。第二言語習得の研究では、外国語学習者

の発話を comprehensibility（理解しやすさ）や accentedness（母語訛りの度合い）の観点から測

定し分析した知見が積みあがっているが、実際に社会で職務に使用する場合に通用する英

語であるのかどうか、学生の英語を employability の観点から分析した研究は非常に少ない。

本研究では実際に企業で英語を職務に使用しているビジネスパーソンに学生の英語の発話

を 1) comprehensibility、accentedness、employability の指標で評価してもらい、各変数の相関

関係を調べると共に、2) インタビューを通して企業が学生に期待する英語スピーキング能力

を質的にも調査し、大学卒業時までに学生が身に着けておくことが望ましい employability の

高い英語能力について明らかにすることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

英語を話すことが求められる仕事に就く人々に焦点を当て、オンライン上のインタビューやイン

ターネット上のデータ分析を通じて、実際の雇用現場で求められる実用的な英語スピーキング

能力について調査した。 

1) データ収集 ：日本人大学生が話す英語の Employability を調査するために、英語力の

異なる学習者の発話を収録し、英語母語話者（母語話者レベル）に提示して 

employability についての主観評価を収集した。業務の種類・難易度によって求められる



英語のレベルは大きく異なるため、被験者には訛の程度の異なる 6 つの発話（疑似面接

の応答の様子）を聞き、それぞれの発話者が①同僚や顧客とコミュニケーションをとる機

会、②社会的ステータスの異なる 4 つの職業で雇用される可能性に関するアンケートに

答えてもらった。最終年度では被験者の Language Background をより多様にし、Native 

English Speakerだけではなく、英語が母語ではない社会人からもデータをとれた。 

2) データ分析：アンケート結果は、共分散分析（自由回答の部分は質的分析）を実施してい

る。量的な統計処理に加えて、（データマイニング等の）質的分析も現在も実施中である。

例えば被験者が発話者の employability（企業に雇用される可能性）について考慮する際、

訛の強さや発話のわかりやすさだけでなく、発話者の「自信」や「誠実さ」を評価している

傾向が見られた。音声学的な要素以外の要因が employabilityにどのような影響を与えて

いるのか今後さらに分析していく。 

3) 企業関係者へのヒアリング：企業関係者等に日本人大学生に求める英語力などに関する

アンケートを実施した。 

 

４．研究成果 

上記の「研究の方法」で収集されたデータの分析結果は、2023年 3 月のシンガポールで実施

された 57th RELC INTERNATIONAL CONFERENCE（国際学会）で「The effect of accented 

English of Japanese university students on employment decisions」として発表した（早稲田大学

法学学術院・原田康成教授との共同発表）。コロナの影響で実験に遅れが生じ、分析が実施

できなかった分もあったため、分析は進行中でこのデータに関する論文は現在執筆中である。 
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